
・身近な石材調べ　６日１０時～１１時。 文化公園内に使用されている石材を観察して歩きます。

・コースターづくり　６日１３時～１５時。 水辺に生えているアシで、 この世にひとつだけのコースターを作ります。

・縄文土器の拓本作り　７日１０時～１２時。 縄文土器の文様を拓本にとって持ち帰ろう。

・ わら草履づくり　７日１０時～１２時。 自分サイズのわらじを作ろう。

・太陽を見よう　７日１３時～１４時。 屋上の望遠鏡で太陽を観察します。

・火おこし対決！古代人ｖｓ太陽エネルギー　６日１３時～１４時。 古代舞ぎり式とレンズに集めた太陽光とで発火の早さを競う。

・ろばたばなし　６日１３時２０分～１３時５０分と７日１０時２０分～１０時５０分の２回。 １階展示室 「相模の家」 で昔話を語ります。

・お祭り太鼓体験　６日１４時～１６時３０分と７日１３時～１６時３０分。 初めての人も叩ける人も思い切り太鼓を鳴らしてみよう。

・博士は君だ！小学生クイズ大会　６日と７日の１５時～１６時。小学生各１０人で競う。ささやかなオリジナル景品がもらえるぞ。

・星を見る会　６日１９時～２０時３０分。 閉館後は博物館の屋上で天体観察ができる。 テーマは 「月と土星を見よう」。

・平塚空襲の紙芝居「おもいでのなつ」　７日１３時～１３時３０分。 ２階展示室「昭和のくらし」前にて、平塚空襲の体験をお伝えします。

・漂着物クラフトづくり　７日１３時～１５時。 虹ヶ浜海岸に打ち上げられた貝殻や流木を使って、 アクセサリーや飾り物を作ります。

・地模型と遊ぼう　７日９時～１７時。 展示解説ボランティアの会のメンバーが１階地模型の “遊び方” を伝授します。

　New!・春のこども茶会　６、 ７日１１時～１４時。 １階茶室で中学生がお手前をします。 大人も子供も一服のお茶で心を
ゆっくりさせませんか。 一服100円。 （２日目はお菓子が終了次第、お茶席は閉じさせていただきます。 協力：崇善地区婦人部長会）

　

　加藤あきさんは、大正２年静岡県にお生まれになり、93歳にな
られた今もお元気で山北町に住まわれています。小学校の教壇に
立たれて後、昭和 40年から身近な草木の写生を始められ、1000
種類、2000 種類と描き続けていかれました。その素朴でおおら
かな画風と、正確な観察は専門家の注目するところとなり、『花が
好き人が好き』(1984 年講談社 )、『花との出あい』(1985 年講談
社 )、『花がともだち連れてきた』（1989 年大和書房）の 3冊の本
を出版されました。書名からも伺えるように、加藤さんのまわり
には花好きな人の訪れが絶えず、その人柄は多くの方に愛されて
きました。
　このたび、ご縁があって、描き続けてこられた作品 3115 点を
一括して平塚市博物館に寄贈していただくことになりました。博
物館では、これらの作品を末永く保存するとともに、植物観察の
参考資料として活用させていただきたいと考えています。
　加藤さんの絵は、花の雰囲気を写すというだけでなく、花のつ
くりや、根まで含めた植物の全形をきめ細かく観察して描かれて
いる点に大きな特色があります。植物観察画と名づけた由縁です
が、観察の目を深めていくためのスケッチとして、お手本とした
い絵だと思います。

５月の寄贈品コーナー

加藤あき植物観察画展 期間2006年５月３日(水)～６月４日(日)

　　　　　　ぷろぐらむー

燻蒸のおしらせ・・博物館は 6月 6日（火）から１６日（金）までの 11日間、燻蒸（薬品を使っ
て、収蔵庫内の虫やカビなどを殺す、収蔵品を守るために必要な作業です）のため休館します。
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